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学校名

平成３０年度　学校関係者評価書

　　　　　　　　　　　　　　和歌山市立　伏虎義務教育　学校

・毎日の勉強がわかる。
　　　　　　　　　　　　　（前期児童90％）
　授業は楽しく分かりやすい。
　　　　　　　　　　　　　（後期生徒90％）
・読書が好き
　　　　　　（前期児童・後期生徒75％）
・話し合いを通じて考えを深め広げる。
　　　　　　（前期児童・後期生徒65％）

・学校が楽しい。
　　　　　（前期児童・後期生徒95％）
・私はそうじを一生懸命している。
　　　　　　　（前期低学年児童95％）
　みんなそうじを一生懸命している。
　　　（前期高児童・後期生徒85％）
・誰にでもあいさつができる。
　　　　　　　　　　　（前期児童90％）
　みんな気持ち良いあいさつをしてい
る。（後期生徒85％）

・学校は、子供の安全確保・健康管
理のための取組を行っている。
　　　　　（前期・後期保護者90％）
・学校は、将来の進路や職業につ
いて適切に指導している。
　　　　　　（後期保護者90％）

・学校は、子供の活動の　様子
を、保護者に分かりやすく伝えて
いる。
　　（前期・後期保護80％）

　　心豊かで、自ら学び、夢と希望を持ってたくましく生きる人間の育成

2　学校自己評価についてのご意見

１　教育目標

・学校の様子を知りたい。学校か
らのお便りやHPをもっと充実さ
せてほしい。

・落ち着いて学習に取り組めてい
るようだが、生き生きと子供たちが
活動できるように色々なことに挑
戦してほしい。

・清掃は一生懸命にしていると思
うが、広さや汚れやすさの問題が
あり、達成感が感じられることが
大切である。

・ほとんどの子供達が落ち着いて
学校生活を送れている。しっかり実
態を把握していただければありが
たい。
・保護者が安心して子供達を預け
られる学校と感じている。
・給食を楽しみにしている子供が昨
年より多くなっている。

・メールで、不審者情報などもい
ち早く伝えてくれている。
・交通指導員、民生児童委員と
しての見守り活動を継続してい
きたい。
・情報提供に当たっては、アナロ
グとデジタルの使い分けが必要
である。

・「話し合いで考えを広げる」活動
は難しいことかもしれないが、これ
から子供たちが身につけなければ
ならない大切な力だと思う。

・あいさつの声が小さくなってきて
いる。見守りたいとしてもしっかり
声をかけていきたい。
・後期生が前期生の良いお手本
になるように頑張ってほしい。

・成長盛りの子供にとって、食育は
大変有意義と考える。
・後期の生徒の中で給食の量が少
なく感じている子がいないか気にな
る。

・文武両道、バランスよく子供達を育てる教育をお願いしたい。

・子供の関心がゲームに向かう傾
向が強いが、読書活動をこれまで
以上に推進してほしい。
・上級生が、下級生に勉強を教え
るような取組ができないか。

３　その他のご意見

作成日 平成31年3月11日

地域とともにある学校

・基本的な取組目標と考える。継
続的に指導してほしい。
・読書文化を定着させてほしい。
・どの項目も、指標のポイントを上
げることばかりを重要視しすぎる
と、先生と子供たちの双方に負担
がかかるので、のびのびとした指
導のもとで、成長させてほしい。

・学校としての取組も大事だが、
家庭のしつけも大切である。
・清掃は、子供達にとって、豊か
な心を養う、心の清掃にもつなが
ると考える。

・地震や事故が発生したときに、自
分の力で対応できるように子供た
ちを育ててほしい。
・グローバルな社会の中で、たくま
しく生きる力を身につけてほしい。

・学校の様子を地域にしっかり発
信してほしい。

進んで学び、しっかり考える子供
心豊かで、思いやりのある

優しい子供
健やかに、たくましく生きる

元気な子供

・３地区の横のつながりを強化
し、子供を中心において地域み
んなが学校に協力していきた
い。

・子供たちの掃除が難しい場所に
ついては、清掃ボランティアを募
集して行うのはどうか。
・道徳の時間を、しっかり充実さ
せて、豊かな心を持った子供を育
ててほしい。

・状況によるが、大災害の場合に、
後期の生徒が前期の児童を見守
る訓練も考えてほしい。
・前期から（５，６年から）フッ化物
洗口に取り組んではどうか。


